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は　じ　め　に

　昭和60年に初版を発行、平成５年、平成12年、平成21年と改訂を重ねてきました「配

筋要領書」については、数多くの方々のご支持を得て鉄筋工事に従事する者や関連のあ

る方々に利用されてきましたが、この度、「2019年版」として内容を見直し改訂発行す

ることとなりました。

　初版発行以来、世の中の動きに伴い仕様書として指導的役割を担ってきた国土交通省

大臣官房官庁営繕部の共通仕様書、一般社団法人日本建築学会の標準仕様書等について

も、数々の改定を経て現代の建設事情及び技術革新などに対応してきています。

　一方、施工を担う鉄筋業界としても、数々の改定に対応しつつ最前線の工事現場にて

今日の趨勢でもある「一品料理のような様々な仕様書」に敢然と挑戦して参りました。

とはいえ、施主、設計事務所及び総合建設業者、そして専門工事業者の位置付けに大き

な変化はないものの、最前線である実際の現場では従来のような位置付けでは望むべく

もない状況に立ち至っています。

　建設業界全体の取り組みとしては、ICT化、ロボット化などが加速すると思われます

が、鉄筋工事においては大部分を職人の能力に依存している状況が大きく変わることは

ないと思います。地震大国の我が国において、安全で、安心な建物づくりに最も重要な

役割を果たしている鉄筋工事が、その役割を果たし続けるためには、優れた技術継承が

必要不可欠です。「責任施工」というキーワードとともに、鉄筋工事を専門とする鉄筋

工事業者としても、様々な仕様に対応していく必要に迫られております。この状況は、

施主、設計の特に監理者、総合建設業者の現場担当者の方々についても同様です。現場

において「技術」と「技能」がうまくかみ合う、それなくして鉄筋工事での現場の再生

はありえません。

　「2019年版配筋要領書」は完全なものではありません。施主、設計の特に監理者、総

合建設業者の現場担当者と鉄筋工事に従事する者が、現場においてたたき台としてお互

いに活用することにより、施工そのものはもとより、「2019年版配筋要領書」の将来の

改定への糧となることが期待できます。

　多くの方々のご活用を切に願う次第です。

　　2019年４月

公益社団法人　全国鉄筋工事業協会

会　長　岩　田　正　吾
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